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＜連絡事項＞

· 本日、ボイラー点検終了している。

· 本日より明日まで、ローテーションあり（及川　裕子）。

· 5/13（火）、ローテーションあり（滝沢　史子⇒前回ローテ時の欠勤分）。

· 5/9（金）、晴山美智子様の退院療法検討会開催予定。（出席予定：木村）

· 5/9（金）、評価項目見直しの締め切り。各自終了次第、担当へメールにて連絡すること。

· 5/9（金）より、沢田三郎様デイケア正式利用開始予定。

＜外来情報＞

· 大久保恒夫様～本日10時に予約であったが、前の時間枠に人数が多く入っていることや、以前は

自分より予約が遅かった人が本日は自分より早くに入っていることが不満だった様子で、「なんで自分が遅いんだ。」と話される。今後は9時半の予約時間としていく。

耳鳴りがきつくなったり、弱くなったりするけど、できるだけ午後までデイケアにいれるようにしているとのこと。また、弟様について「4/7に退院予定だったけど、直前に薬が変わったから、また退院しないことになった。」と話される。

· 上川原　豊様～昨日まで外泊していたため、外来受診できておらず、本日受診。次回の5/13（火）

までの内服薬を処方している。

· 細越　定生様～「エアロビもやってるし、カロリー制限もしている。」と自身の体重管理について

話されるが、前回の検査にてHbA1Cが8以上であったことから主治医より食事量を減らし、カロリーも制限するよう説明あり。また、ドライアイのため、浅水眼科受診し目薬処方されたとのこと。その際の検査では特に異常なかったという。

· 山田　健次様～「風邪は治った。足腰も大丈夫。気持ちも安定している」とのこと。「デイケアで

はいろいろやってる。」と話される。

· 小野寺文明様～朝4時に覚醒することがあるとのこと。就寝前薬を早いと19時､遅くても20時～

21時には服用していると話すため、飲んで1時間後に布団に入るなど規則的に服薬するよう説明あり。

· 種市　久子様～退院後1年8ヶ月経ったから、下の子供を引き取りたい。下の子はまだ施設にいた

いって駄々こねてるけど、施設からは出てくださいって言われてる」と話される。

· 富田　紀子様～特に変わりないとのこと。青明舎では赤ちゃん人形を作っているという。

· 鈴木恵美子様～左膝が痛く、時折塚原整形外科を受診しているとのこと。今はお腹の調子も悪くな

いというため、漢方薬は処方止めとしている。

· 中居　松男様～日中の眠気が強い事から、眠剤の減薬を希望。
　　　　　　レボトミン（25）⇒レボトミン（5）へ減薬している。

· 平　康子　様～前回受診時、咳き込み見られたが「カフコデを飲んだら治りました。」と話される。

右足首が痛いとのことで、ナパゲルン軟膏１本処方。
待合中、鈴木恵美子様よりロールパンを貰い、二人で食べている。

· 大久保康弘様～8時間ほど睡眠は取れており、調子もよいとのこと。検査結果も良好。

· 長瀬紘一郎様～明日、平和病院受診予定とのこと。

· 奥山以依子様～「調子はいいけど、便が少しずつしか出ない。食べる量が少ないからかな。」と話

すが、下剤の処方はなし。銀行でお金をおろし、青風荘へ入金したと報告あり。
また、近日役所への用事があるため、「1人で行ってみようかな。」という。

· 柳町　信之様～肛門からの出血はなく、調子もよいとのこと。

· 鹿原　博夫様～食欲・睡眠ともに良好とのこと。幸房での蕎麦打ちは来週から始まるという。

· 中居美津子様～「セルリアンが大変」と話される。明日、幸房スタッフとセルリアンの

担当メンバーが面談し、担当メンバーを増員することを検討しているという。

· 前野　義勝様～調子は良いとのこと。ナイトケアにてエアロビやギターを行っていると報告される。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～昨日、気分の落ち込みや入院を希望する内容の相談電話あり。家族や主治医と相談

するよう説明すると、納得し電話を切っているが、一時間後再び連絡あり。自宅にあった風邪薬を10箱服用したとのこと。
大量服薬の理由として、①デイケアのことや、前回入院した時のことを思い出した　②無視されている気がするとの被害妄想が出てきた　等を挙げている。この際、30分程話を続けるが、状態変化は特にみられない。
大量服薬の件について母様へはまだ報告していないと話すため、途中で代わっていただき、本人の心情と大量服薬した旨を伝え、必要であれば内科受診するよう促している。また、入院希望しているものの、当院への入院やこれまで入院歴のある病院への入院は拒否していることから、家族間で話し合い、主治医へも相談するよう説明している。
今朝、母様より連絡あり、昨日大量服薬した件については嘘であったとのこと。本人へ何箱服用したのか確認したところ、押し入れより15箱の風邪薬が出てきたという。明日、本人の調子がよければデイケア出席させるとのこと。

· 細越　定生様～外来受診後に来所。本日のプログラム内容が納得できない様子で、「自分は麻雀を

しにきたのに、なんで出来ないんですか！だったら帰ります。」と口調強く話される。本日の実施内容はすでに朝のミーティングにて決まっていた事や、通所の利用時間について説明するが納得できない様子で、スタッフを変えて同内容を訴え、昼食摂取後に帰られている。

· 高橋　百壽様～朝食後薬服用を忘れていたことに昼食時に気付き、昼食摂取後に服用しているが、

「10年振りくらいに飲み忘れた」と忘薬がショックだった様子。

＜事例検討＞

○横山　耕生様（31）　病名：統合失調症　　　利用年数：1年4ヶ月

現在の状況
・４月に入り、1度も通所出来ていない。

・デイケア通所に対し、必要性は感じていない様子。

青山荘からの情報提供
・通所出来ていないものの、青山荘では自分から起床したり、部屋の片付けや掃除をするなど、
日中の活動は自分なりに行う事が出来ている。

・5/11（日）に父様が友人と長野から車で来るとのことで、本人も一緒に長野へ外泊する事となる。

・外泊期間は未定であるが、昨日の外来にて3週間分の薬を処方されており、主治医からは確実に
服薬するよう説明されている。

・外泊期間は本人の調子次第であることから未定としており、長期になる場合には、母様が外来にて
不足分の薬を受けてとることとなる。

・昨日の面談以降、青山荘では本人の外泊に向けてのモチベーションが維持し続けられるような
声掛けを行っている。

・本人は青山荘退所後、三沢の自宅か長野へ戻ることを希望。
⇒自宅退所は、妹様が思春期に入る事から母様にとって不安な様子。
　デイケアへの通所は困難と思われる事から、自宅にて病状が落ち着いた状態で生活でき、
　定期受診が行えるよう支援していく。

・今回の長野への外泊を機に、状態が好転した場合には長野への退所を考えてもよいと、母様は
考えている様子。

・外泊にて状態が悪化した場合、退所に向けて自身にとって何が不足していて、何が必要なのか
外泊時の経験をもとに振り返りを行い、今後の支援につなげる。










